
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

（
６
７
）
＝
新
＝
の
各
氏
を
擁
立
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。 

県
庁
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、

大
村
氏
は
「
県
の
施
策
は
『
西
に
厚

く
、
東
に
薄
い
』
。
中
山
間
地
域
の

災
害
対
策
な
ど
三
河
部
の
声
を
届

け
た
い
。
被
爆
二
世
と
し
て
知
事
に

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
応
じ
る

よ
う
県
議
会
で
求
め
た
い
」
と
、
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。 

県
議
選
の
予
定
候
補
の
発
表
と

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会
は

１
５
日
、
２
０
１
９
年
の
県
議
選
で

豊
田
市
区
（
定
数
５
）
に
大
村
義
則

氏
（
６
１
）
＝
新
＝
を
擁
立
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。 

他
に
、
豊
橋
市
区
（
定
数
５
）
に

下
奥
奈
歩
（
３
０
）
＝
現
＝
、
名
古

屋
市
緑
区
（
定
数
３
）
に
満
仲
（
み

つ
な
か
）
美
由
紀
（
５
２
）
＝
新
＝
、

春
日
井
市
区
（
定
数
４
）
に
内
田
謙

共
に
、
日
本
共
産
党
西
三
河
地
区
委

員
会
は
、
２
０
１
９
年
豊
田
市
議
選

(

定
数
４
５)

で
、
根
本
み
は
る(

５

６) 

＝
現
＝
、
本
多
の
ぶ
ひ
ろ(

４

２) 

＝
新
＝
、
の
各
氏
を
擁
立
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
本
多
氏
は
、
大

村
よ
し
の
り
市
議
の
後
継
の
予
定

候
補
で
す
。 

 

県庁での記者会見、左から内田、満仲、一人置いて、

下奥、大村の各氏 

  

５
６
歳 

豊
田
市
議
３
期 

４
２
歳 

党
西
三
地
区
委
員

会
職
員 

 

第３３回トヨタシンポジウムが１２月１７日

（日）、デンソー本社などトヨタグループが集中す

る愛知県刈谷市で開かれ、７５人が参加しました。

電気自動車（ＥＶ）化、自動運転化などが急速に

強まるなかで、雇用や関連・下請けへの影響を探

ろうと開かれました。 

シンポに参加した大村市議は、「ＥＶ化が、海外

生産に拍車をかけるのかどうか」と質問し、参加

者と議論を深めました。 

 

豊
田
市
は
、
１
２
月
議
会
で
小

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
方
向
を
示
し
ま
し
た
。

学
校
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
の
要
望
は
、
従
来
か
ら
切
実
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

    

豊
田
市
議
会
で
は
、
日
本
共
産

党
の
大
村
・
根
本
両
市
議
が
、
平

成
１
０
年
６
月
議
会
で
提
案
し
、

平
成
２
８
年
６
月
議
会
、
今
年
の

９
月
議
会
と
繰
り
返
し
、
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
導
入
が
必
要

だ
と
提
起
し
て
き
ま
し
た
。 

全
国
公
立
小
中
学
校
で
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
推
移
で
は
、
普
通
教

室
で
は
平
成
２
２
年
度
は
１
６
％

で
あ
り
ま
し
た
が
、
２
６
年
度
は

３
２
・
８
％
、
２
９
年
度
は
４
９
・

６
％
と
年
々
増
え
て
、
約
半
分
の

教
室
に
つ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

特
別
教
室
で
も
同
じ
く
２
１
・

６
％
、
２
７
・
３
％
、
３
４
・
６
％

と
な
り
、
暑
さ
対
策
と
し
て
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
加
速

し
ま
し
た
。 

愛
知
県
で
も
、
３
割
の
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
が
つ
い
て
お
り
、

み
よ
し
市
で
は
す
で
に
全
小
中
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

豊
田
市
教
育
委
員
会
が
３
月
に

お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、「
学
校
の
施
設
・
設
備
等
で
特

に
充
実
し
て
ほ
し
い
も
の
」
で
は
、

冷
暖
房
設
備
が
教
職
員
で
７
３
・

７
％
、
校
長
・
教
頭
で
７
１
・
１
％

と
最
も
多
い
結
果
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
９
月
議
会
の
根
本
み
は
る
市

議
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
こ
の

間
、
教
育
環
境
の
改
善
を
す
す
め

る
市
民
の
運
動
と
力
を
合
わ
せ
て

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
ト
イ

レ
の
改
修
、
教
室
へ
の
扇
風
機
の

設
置
な
ど
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
も
、
こ
の

よ
う
な
市
民
運
動
の
成
果
で
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
住
み
よ
い
公
営
住
宅
の
会
」
が
１

９
日
、
市
の
定
住
促
進
課
長
に
「
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公
営
住
宅
実

現
の
た
め
の
要
望
書
」
を
手
渡
し
、
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
が
と
り
く
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
３
０
８
通
の
回
答
を
基

に
、
ペ
ッ
ト
飼
育
へ
の
対
応
、
入
居
時

の
ル
ー
ル
説
明
の
徹
底
な
ど
を
要
望
。

具
体
的
な
対
応
策
は
、
担
当
の
部
署
に

ご
連
絡
を
、
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

根
本
み
は
る
市
議
、
本
多
の
ぶ
ひ
ろ

市
議
選
予
定
候
補
が
同
席
し
ま
し
た
。 

安
倍
首
相
は
憲
法
９
条
を
２
０

２
０
年
ま
で
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

９
条
に
「
自
衛
隊
」
の
存
在
を
明

記
す
れ
ば
、
多
く
の
国
民
が
憲
法
違

反
だ
と
反
対
し
た
安
保
法
制
（
戦
争

法
）
に
よ
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
が
可
能
な
「
自
衛
隊
」
が
合
憲

の
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

来
年
の
通
常
国
会
で
安
倍
政
権

に
よ
る
改
憲
発
議
を
阻
止
す
る
た

め
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
全
国
統
一

の
国
会
請
願
署
名
を
３
０
０
０
万

人
目
標
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

愛
知
県
で
も
、
こ
の
呼
び
か
け
に

応
え
て
１
７
日
、
「
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
」
が
名
古
屋
市
内
で
開
か
れ
、

６
百
人
以
上
が
参
加
（
左
上
写

真
）。
立
憲
民
主
党
の
近
藤
昭
一
衆

院
議
員
、
日
本
共
産
党
の
本
村
伸

子
衆
院
議
員
が
連
帯
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。 

 

改
憲
「
急
ぐ
必
要
な
い
」
６
６
％ 

  
毎
日
新
聞
が
１
１
月
に
お
こ
な

っ
た
全
国
世
論
調
査
で
は
、
国
会

で
の
改
憲
発
議
を
急
ぐ
べ
き
か
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
「
急
ぐ
必
要
は
な

い
」
が
６
６
％
で
、
「
急
ぐ
べ
き

だ
」
の
２
４
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。 

 

豊
田
市
で
も
、
こ
の
署
名
を
来

年
５
月
ま
で
、
与
党
か
野
党
か
支

持
政
党
に
関
係
な
く
、
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
の
一
致
点
で
共
同
を
広

げ
、
大
い
に
取
り
組
ん
で
い
く
計

画
で
す
。 

 

「豊田９条の会」等が駅頭宣伝。19日 

 

日
本
共
産
党
の
大
村
市
議
は
各

議
案
に
対
す
る
討
論
を
行
い
ま
し

た
。 

「
企
業
立
地
」
を
主
旨
と
す
る
条
例

に
基
づ
く
補
助
金
は
、
大
半
が
大
企

業
に
支
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ト
ヨ

タ
へ
の
補
助
金
は
１
社
だ
け
で
も
、

５
０
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
法
人
税
割
の
税
収
は
今
後
、
大

き
く
減
る
見
込
み
だ
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
の
大
き
な
も
の
が
、

自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
多
国

籍
大
企
業
の
海
外
生
産
が
一
層
拡

大
し
、
法
人
税
割
に
占
め
る
海
外
子

会
社
配
当
益
に
か
か
る
税
金
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
要
因
が
大
き
い
と
、
市

当
局
か
ら
確
認
し
て
い
ま
す
。
多
国

籍
大
企
業
は
、
空
前
の
利
益
を
拡
大

し
税
収
は
減
っ
て
い
く
中
で
、「
企

業
立
地
」
の
補
助
金
の
大
半
が
大
企

業
に
注
ぎ
込
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
る
で
、
底
の
抜
け
た
バ
ケ
ツ
に

水
を
注
ぎ
こ
む
よ
う
な
も
の
で

す
。
大
企
業
は
、
自
治
体
の
援
助

が
無
く
て
も
、
十
分
に
利
益
を
あ

げ
、
雇
用
を
拡
大
す
る
力
が
あ
り

ま
す
。
奨
励
金
は
中
小
企
業
に
支

援
す
る
内
容
を
格
段
に
増
や
し

て
、
地
域
内
経
済
循
環
を
拡
大
し

て
い
く
よ
う
に
、
条
例
処
置
と
し

て
も
考
え
直
す
べ
き
で
す
。 

他
会
派
か
ら
は
、
雇
用
の
創

出
が
述
べ
ら
れ
、
賛
成
多
数
と
な

り
ま
し
た
。 

   

北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
で
民
間
委
託
に
す
る
計
画
で

す
。
福
祉
・
教
育
部
門
な
ど
の
よ
う

に
、
採
算
性
利
益
を
追
求
す
る
と
、

そ
の
事
業
自
体
が
ゆ
が
ん
で
い
く

危
険
性
が
あ
り
、
そ
う
い
う
部
門

へ
の
導
入
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で

す
。
と
り
わ
け
、
業
務
改
善
で
コ
ス

ト
削
減
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
が
、

民
間
委
託
さ
れ
る
事
業
運
営
の
大

部
分
は
職
員
の
人
件
費
で
あ
り
、
同

一
の
仕
事
で
あ
れ
ば
、
民
間
で
も
直

営
で
も
人
件
費
は
同
じ
で
あ
る
は

ず
で
す
。
コ
ス
ト
削
減
で
、
労
働
者

の
賃
金
水
準
や
労
働
条
件
が
変
わ

れ
ば
、
安
上
が
り
の
労
働
を
前
提
と

す
る
も
の
で
あ
り
問
題
で
す
。 

経
営
が
破
た
ん
し
た
場
合
に

は
、
民
間
で
は
リ
ス
ク
を
負
え

ず
、
そ
の
ツ
ケ
を
市
民
が
払
わ
さ

れ
る
こ
と
は
、
先
の
こ
ど
も
園
給

食
の
一
時
中
止
の
事
態
で
明
ら

か
で
す
。 

他
会
派
は
、
コ
ス
ト
削
減
等

を
理
由
と
し
て
、
賛
成
し
ま
し

た
。 


